日本応用糖質科学会平成25年度大会（第62回）

一般講演要旨記入テンプレート



・Office 2007 (Win), Office 2003 (Win), Office 2000 (Win), Office 2008 (Mac), Office 2004 (Mac), Office X (Mac) で正しく表示されることを確認しています．

・Office 2007 (Win) をお使いの方は「Word97-2003形式」で保存して下さい．
・Office 2008 (Mac) をお使いの方は「Word97-2004形式」で保存して下さい．

・ファイル名は任意で結構です（提出した時にシステム側で自動的に変換されます）．
・推奨書式はMSゴシック 9ポイント，改行11ポイントです．

・枠内（高さ 62 mm, 幅177 mm）に収まるように記入して下さい．

・推奨書式の場合，演題名・所属・発表者は左から25 mmあけて下さい（このテンプレートではインデントが入っています）．

・太字，イタリック，上付き，下付き，ギリシャ文字も通常通り使用できます（タグは必要ありません）．
・不明な点がございましたら，jsag-jstage@capj.or.jp までご連絡ください．


ポスター発表への参加（若手研究者のみ，詳しくは応用糖質科学第1巻第2号の開催案内をご覧下さい）

（　）希望する　←○を入力して下さい．



入力例
演題名


所属1, 所属2


○発表者1, 発表者2


【目的】





【方法】





【結果】








講演番号が


入ります








講演番号が


入ります








鹿児島土壌細菌が産出するβ-アミラーゼの機能解析


鹿大院・農1, 鹿大・農2


○鹿大一郎1, 鹿大二郎2, 鹿大三郎1,2,


【目的】亜熱帯地域の微生物が産出する酵素は様々な特殊機能を有することが知られている。我々はこれまでに奄美大島から単離した土壌細菌が高温に適応したβ-アミラーゼを生産することを明らかにしている．ここでは亜熱帯島嶼の土壌から単離した細菌が産出するβ-アミラーゼの酵素化学的性質とアミノ酸配列について報告する．


【方法】単離した細菌を1%デキストリンを炭素源とする培地で15℃，72時間振盪培養した．酵素反応速度の測定では可溶性デンプンを基質とし遊離する還元糖をSomogyi-Nelson法により定量した．酵素反応生成物を薄層クロマトグラフィー（TLC）により解析した．本酵素をコードする遺伝子をPCRにより増幅しクローニングした．


【結果】陰イオンクロマトグラフィー，ゲルろ過クロマトグラフィーを用いて，電気泳動的に単一なβ-アミラーゼを培養上清から分離した．このアミラーゼは40℃で最大反応速度を示し，35℃までの範囲で安定であった．またpH 2.5-10.0の範囲で安定でありpH 5.0で最大反応速度を示した．本酵素の反応速度はMn2+, Co2+の存在で上昇し，Hg2+，EDTAの存在により低下した．本酵素は可溶性デンプンを基質とした際，加水分解産物として主にマルトトリオースを生成した．反応温度20℃での可溶性デンプン加水分解反応のKmは1.0 mg/mL，Vmaxは100 µmol/min/mgであった．本酵素のアミノ酸配列は亜熱帯土壌細菌由来β-アミラーゼのアミノ酸配列よりもBacillus属β-アミラーゼの配列と高い類似性を示した．











